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十
二
月
六
日(

土)

と
七
日(

日)

の

二
日
間
、
埼
玉
県
の
川
口
駅
東
口「
キ

ュ
ポ
・
ラ
広
場
」で
上
州
ぬ
ま
た
の
物

産
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

採
れ
た
て
野
菜
や
果
物
、
特
産
品
の

紹
介
・
販
売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
老

神
温
泉
の「
足
湯
」体
験
コ
ー
ナ
ー
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
物
産
展
は
、

昨
年
二
月
二
十
九
日(

金)

と
三
月
一

日(

土)

以
来
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

○23

○24

ゆ
ゆ

伽
が

山
さん

稲
い

荷
なり

（新町）

なくし物をして困った、誰しも経験することである。そんな悩みを聞いてくれるありがたい神様を

年頭に当たり紹介します。新町、利根川近くの竹やぶの所にある｢ゆ
ゆ

伽
が

山
さん

稲
いな

荷
り

｣は、うせ物に霊
れい

験
げん

があ

ると昔から知られ、多くの人がお願
がん

生
しょう

をした稲荷様で、本社は岡山県の玉野市にある由
ゆ

加
か

神
じん

社
じゃ

。祭神

をゆ
ゆ

伽
が

大
だい

権
ごん

現
げん

といいます。 伽の行
ぎょう

は最高の教えとされ、密教の根本ともされる。なくし物や忘れ物

をしたら、社
やしろ

の前でしばし手を合わせていると、不思議に、そのときの光景、状況が少しずつ頭の中

に浮かんでくるといわれる。その場で浮かんでこないときには奉納されている白
びゃっ

狐
こ

を一つ借りてきて、

家の神棚へ祭っておくと効果があります。御利益があったら赤飯、油揚げなどお願
がん

生
しょう

果たしに社前に

供えます。面白い話として、昔、商売をする女性は、なじみの客が店のことを忘れないよう｢ゆ
ゆ

伽
が

山
さん

稲
いな

荷
り

｣にお参りをしたそうである。縁日は３月３日、近くの坂爪家にお札も用意されています。ゆ
ゆ

伽
が

山
さん

稲
いな

荷
り

は、ほかにも下川田町などに石宮が祭られている。 （沼田市文化財調査委員：金井竹徳）

人のうごき
平成20年11月30日現在(住民基本台帳による)

（ ）内は前月比

人口：54,098人(-40人) 男：26,220人(-23人)

女：27,878人(-17人) 世帯：19,981(-5)

十
二
月
五
日(

金)

、
東
京
都

港
区
の
在
日
ロ
シ
ア
大
使
館
で

「
第
六
回
日
ロ
友
好
を
み
ん
な

で
楽
し
く
語
り
合
う
夕
べ
」
が

開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
も
参
加

し
、
郷
土
の
物
産
や
観
光
の
ピ

ー
ア
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
友

好
会
で
は
、
ロ
シ
ア
大
使
館
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス

と
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

シリーズ 30

「
日
ロ
友
好
」

今月の主な内容

森林文化都市沼田

■新年あいさつ■２－３

■長寿医療制度、沼田沼須産業団地分譲開始■４－５

■生涯学習フェスティバル・公民館まつり■６－７

■市民スキー大会、老神温泉、読書研修会■８－９

Numata City Public Relations

http ://www.city.numata.gunma.jp/

「駆け抜けろ！上州路」

２月１日（日）に行われる「県100㎞
駅伝競走大会」に向け、「沼田・利根
チーム」が結成され、沼田公園で練
習が行われました。昨年は、７位入
賞を果たした「沼田・利根チーム」。
今年は、さらなる上位進出を狙いま
す。

12月21日　県100㎞駅伝競走大会練習風景(沼田公園)
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市
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
食
糧
価
格
の
高
騰
や
雇
用
情

勢
の
悪
化
な
ど
、
生
活
へ
の
不
安
が
増
大

す
る
一
方
で
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お

け
る
日
本
人
選
手
の
活
躍
な
ど
明
る
い
ニ

ュ
ー
ス
も
あ
り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
や
卓
球
、
剣
道
な
ど
の
競

技
に
お
い
て
若
い
世
代
の
活
躍
が
光
り
、

未
来
を
期
待
さ
せ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

我
が
国
の
経
済
は
、
世
界
同
時
不
況
や

急
激
な
円
高
な
ど
に
よ
り
景
気
が
後
退
し
、

地
方
財
政
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
安
心
安
全
で

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
の
推
進
が
今
次

の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
地
方
分
権
の
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

運
営
へ
の
さ
ら
な
る
転
換
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

今
こ
そ
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と

い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
の
協
働
に
よ
る
創
造
性
豊
か
で
明
る
く

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

二
月
に
は
、
合
併
か
ら
五
年
目
を
迎
え
、

新
年
度
は
「
第
五
次
総
合
計
画
」
の
三
年
次

に
当
た
り
ま
す
。
行
財
政
改
革
を
基
軸
と

し
て
「
安
心
と
安
全
」、「
教
育
と
子
育
て
」、

「
環
境
と
健
康
」、「
地
域
振
興
と
交
流
」
の

四
つ
の
柱
を
立
て
、
市
民
生
活
に
直
結
す

る
事
業
に
重
点
を
置
き
取
り
組
む
と
と
も

に
、
全
国
育
樹
祭
を
目
前
に
控
え
、
実
効

性
の
あ
る
環
境
政
策
の
充
実
と
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
活
力
溢
れ
る
交
流
事
業
を

積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
市
議
会
の
ご
指
導
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
英
知
を
結
集
し
、
職

員
と
も
一
丸
と
な
り
市
政
運
営
に
ま
い
進

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

沼田市長

星　野　已喜雄
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頌
春
　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
で
は
、
沼
田
、
白
沢
、
利
根
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
や
伝
統
、
文
化
が
加

わ
り
、
本
市
も
一
層
多
彩
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
県
市
議
会

議
長
会
会
長
、
関
東
市
議
会
議
長
会
監
事

な
ど
に
就
任
し
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の

皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
や
、
県
市
議
会
議

長
会
と
し
て
初
め
て
の
大
澤
正
明
知
事
と

の
意
見
交
換
会
な
ど
、
大
変
充
実
し
た
一

年
と
な
り
ま
し
た
。

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
政
の
諸

課
題
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
議

員
提
案
と
し
ま
し
て
は
本
県
初
の
森
林
環

境
を
守
る
た
め
の
目
的
税
創
設
の
意
見
書

を
県
へ
提
出
し
た
り
、
財
政
状
況
を
勘
案

し
議
員
報
酬
を
削
減
す
る
な
ど
、
議
会
の

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
私
た
ち
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
や
社
会
福
祉
、

経
済
問
題
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
議
会
に
携
わ
る
私
ど

も
の
責
任
は
、
ま
す
ま
す
重
大
に
な
っ
て

お
り
、
引
き
続
き
重
要
課
題
に
取
り
組
み
、

「
魅
力
あ
る
地
方
」
に
生
ま
れ
変
わ
る
年
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。今

年
一
年
は
、
本
市
に
と
っ
て
、
明
る

い
未
来
に
な
る
の
か
ど
う
か
の
岐
路
に
立

た
さ
れ
て
い
る
重
要
な
年
で
あ
り
、
今
後

も
初
心
を
忘
れ
ず
さ
ら
に
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は「
丑
年
」に
当
た
り
ま
す
。

丑
は
、
十
二
支
の
中
で
も
っ
と
も
粘
り
強

く
誠
実
な
干
支
だ
そ
う
で
す
。

本
年
が
力
強
く
、
素
晴
ら
し
く
、
豊
か

さ
に
満
ち
溢
れ
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、

皆
さ
ま
の
ご
健
康
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

沼田市議会議長

金　井　康　夫



長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
の
支
払

い
は
、
来
年
度
か
ら「
年
金
か
ら
の

天
引
き
」に
代
え
て「
口
座
振
替
」を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
口
座
振
替

を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
①
と
②
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
金
融
機
関
の
窓
口
で
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
口
座
振
替
の
手
続

き
を
す
る

●
必
要
な
も
の

・
預
金
通
帳

・
預
金
通
帳
の
届
け
出
印

②
市
民
課
国
保
係
、
ま
た
は
各
振
興

局
市
民
課
で
年
金
か
ら
の
天
引
き

中
止
の
申
請
を
す
る

●
必
要
な
も
の

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
金
融
機
関
で
渡
さ
れ
る
口
座
振
替

依
頼
書
の「
ご
本
人
控
え
」

※
１
月
28
日(

水)

ま
で
に
手
続
き
を

す
る
と
、
４
月
分
以
降
の
保
険
料

は
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。
期
限

を
過
ぎ
て
申
請
し
た
場
合
は
、６
月

分
以
降
に
口
座
振
替
と
な
り
ま
す

※
現
在
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
な

い
人
や
、
①
・
②
に
よ
る
口
座
振

替
の
手
続
き
を
し
な
い
人
は
、
今

後
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
切
り

替
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
年

金
か
ら
の
天
引
き
を
希
望
し
な
い

人
は
①
・
②
の
口
座
振
替
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い

※
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、
そ

の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口
座
振

替
に
よ
り
支
払
っ
た
人
に
適
用
さ

れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
が
特
別
徴
収

(

年
金
か
ら
の
天
引
き)

に
な
る
世
帯

は
、
国
民
健
康
保
険
税
も
長
寿
医
療

制
度
と
同
じ
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、

来
年
度
か
ら「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」

に
代
え
て「
口
座
振
替
」を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
世
帯

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
で
あ
る

②
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

す
べ
て
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満

で
あ
る

③
年
金(

世
帯
主
の
年
金)

が
年
額
18

万
円
以
上
の
給
付
を
受
け
て
い
る

④
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料

の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

以
下
で
あ
る

右
記
の
①
か
ら
④
の
う
ち
一
つ
で

も
該
当
し
な
い
項
目
が
あ
る
場
合

は
、
特
別
徴
収
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
現
在
、
口
座
振
替
で
国
民
健
康
保

険
税
を
お
支
払
い
の
場
合
は
、
金

融
機
関
で
の
手
続
き
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん(

市
役
所
へ
年
金
天
引

き
中
止
の
申
請
の
み
必
要
と
な
り

ま
す)

※
申
請
の
期
限
は
長
寿
医
療
制
度
と

同
日
と
な
り
ま
す

老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を

受
け
て
い
る
人
に
は
、
今
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
か
ら「
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
」が
送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
源

泉
徴
収
票
に
は
、
昨
年
の
一
月
か
ら

十
二
月
ま
で
の
一
年
間
に
支
払
わ
れ

た
年
金
額
、源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
、

控
除
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

(

介
護
保
険
料
な
ど
が
年
金
か
ら
特

別
徴
収
さ
れ
て
い
る
場
合
の
源
泉
徴

収
税
額
は
、
支
払
わ
れ
た
年
金
額
か

ら
介
護
保
険
料
額
な
ど
を
控
除
し
た

後
の
金
額
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す)

。

年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な
ど

の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、

申
告
手
続
き
を
す
る
際
に
こ
の
源
泉

徴
収
票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

一
月
末
日
ま
で
に
源
泉
徴
収
票
が

届
か
な
い
場
合
や
紛
失
し
て
し
ま
っ

た
場
合
に
は
、
年
金
証
書
を
持
参
の

上
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会
保
険

事
務
所
で
再
発
行
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に

は
税
金
が
掛
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

れ
ら
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
源
泉

徴
収
票
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
1
０
５
７
０(

０
５)

１
１
６
５

へ
。国

民
年
金
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す(

一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
は
除
く)

。
土
・
日
曜
日
や

夜
間
で
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
Ｐ
ａ
ｙ
―

Ｅ
ａ
ｓ
ｙ(

ペ

イ
ジ
ー)

マ
ー
ク
の
付
い
て
い
る
納

付
書
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
金
融
機

関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
を
利
用
し
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
納
付
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
は

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
社
会
保
険

事
務
所
1
０
２
７
９

１
６
０
７
へ
。
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長
寿
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険

長
寿
医
療
制
度(

後
期
高
齢
者
医
療
制
度)

の
保
険
料
と

国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
い
に
つ
い
て

コ
ン
ビ
ニ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す

市
民
課
国
保
係
1
内
線
３
１
３
２
、
３
１
３
３

県
が
策
定
す
る
沼
田
都
市
計
画
都

市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
お
よ
び

保
全
の
方
針
に
つ
い
て
変
更
案
を
ま

と
め
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
変
更

案
の
閲
覧
と
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
都
市
計
画
原
案
は
沼

田
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針
の
変

更(

沼
田
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン)

で
す
。

・
都
市
計
画
の
目
標

・
区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

・
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

(

土
地
利
用
・
都
市
施
設
の
整
備

お
よ
び
市
街
地
開
発
事
業
・
自
然

環
境
な
ど)

閲
覧
会
場
と
問
い
合
わ
せ
先

県
都
市
計
画
課
1
０
２
７(

２
２

６)

３
６
５
４
、
沼
田
土
木
事
務

所
1

５
５
１
１
、
市
都
市
計
画

課
計
画
係
1
内
線
４
２
２
７

閲
覧
期
間

１
月
９
日(

金)

か
ら
23

日(

金)

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す

と
き

２
月
３
日(

火)

午
後
２
時
か

ら
順
次
開
催

※
当
日
は
、
み
な
か
み
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の

公
聴
会
も
同
時
に
開
催
し
ま
す

会
場

利
根
沼
田
県
民
局
101
会
議
室

公
聴
会
の
傍
聴

希
望
者
は
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

公
述
申
出
書
の
提
出

公
聴
会
で
公

述
を
希
望
す
る
人
は
、「
公
述
申

出
書
」を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
・
電
話
番
号
・
都
市
計
画
原
案

に
つ
い
て
の
利
害
関
係
お
よ
び
意

見
の
要
旨(

400
字
以
内)

を
記
入
し

た「
公
述
申
出
書
」を
直
接
、
ま
た

は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
必
要
な

場
合
は
各
閲
覧
会
場
で
配
付
し
ま
す

公
述
人
の
選
定

公
述
の
希
望
者
で

同
じ
趣
旨
の
意
見
が
多
数
あ
る
場

合
は
、
公
述
人
を
提
出
先
の
県
知

事
ま
た
は
市
長
が
選
定
し
本
人
に

通
知
し
ま
す

※
公
述
人
は
、
代
理
人
に
意
見
を
陳

述
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す(

代

理
委
任
状
を
提
出
し
、
議
長
の
承

認
が
必
要
と
な
り
ま
す)

。
ま
た
、

文
書
に
よ
り
意
見
の
提
示
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す(

こ
の
場
合
、

議
長
に
よ
る
文
書
の
朗
読
を
も
っ

て
意
見
の
陳
述
に
替
え
ま
す)

申
込
締
め
切
り

１
月
23
日(

金)

必
着

※
公
述
人
が
な
い
場
合
、
公
聴
会
は

中
止
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、

公
聴
会
開
催
予
定
日
の
一
週
間
前

に
群
馬
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画

課
お
よ
び
市
都
市
計
画
課
に
掲
示

し
ま
す

公
述
申
出
書
の
提
出
先

〒
371-

８

５
７
０
前
橋
市
大
手
町
一
丁
目
一

番
一
号
県
都
市
計
画
課

※
郵
送
の
ほ
か
、
各
閲
覧
会
場
経
由

で
も
提
出
は
可
能
で
す
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県企業局が造成工事を行っていた沼田沼須産業団地の

整備が終了し、昨年12月１日から分譲が開始されました。

概要は次のとおりです。

▼名称 沼田沼須産業団地

▼地番 沼須町字下河原910番１

▼面積 29,607.87㎡

▼単価 12,000円／㎡

▼対象業種 製造業、物流業およびサービス業

▼優遇措置 固定資産税の課税免除(３年間)など

▼申込方法 所定の団地買受申込書による

詳しいことは、県企業局工業用地課販売室1０２７

(２２６)３９５５、または市商工観光課工業振興係1内

線３２５５へ。

沼田沼須産業団地分譲開始

都
市
計
画
原
案
の
閲
覧
と

概
要
に
つ
い
て

公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て

沼
田
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の

方
針
の
都
市
計
画
原
案
の
閲
覧
と
公
聴
会
を
実
施
し
ま
す

都
市
計
画
課
計
画
係
1
内
線
４
２
２
７



白
沢
町
内
の
生
涯
学
習
実
践
団
体

の
活
動
を
紹
介
し
、
生
涯
学
習
活
動

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
教
養
講
座(

講
演
会)

を

開
催
し
ま
す
。

と
き

１
月
17
日(

土)

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

白
沢
町
振
興
局
３
階
多
目

的
ホ
ー
ル

●
生
涯
学
習
発
表
会

内
容

「
フ
ラ
マ
カ
マ
カ
」(

フ
ラ
ダ

ン
ス
グ
ル
ー
プ)

の
活
動
発
表

発
表
者

同
会
員

●
教
養
講
座(

講
演
会)

講
師

落
語
家
　
林
家
染
丸
さ
ん

演
題
『
笑
い
の
中
に
人
情
あ
り
』

入
場
料

無
料

講
師
紹
介

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小

説「
ち
り
と
て
ち
ん
」に
出
演
。『
急

が
ず
、
慌
て
ず
自
分
流
の
生
き
方

を
…
』を
モ
ッ
ト
ー
に
、
多
方
面

で
活
躍
中

※
１
月
16
日(

金)

午
後
１
時
か
ら
２

月
20
日(

金)

正
午
ま
で
、
白
沢
公

民
館
で「
生
涯
学
習
ロ
ビ
ー
展
」(

墨

絵
・
切
り
絵
な
ど)

を
開
催
し
ま
す

6
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～人生の楽しみつくろう生涯学習～　～人生の楽しみつくろう生涯学習～　～人生の楽しみつくろう生涯学習～　～人生の楽しみつくろう生涯学習～

第15回生涯学習フェスティバル
第38回公民館まつり
記念講演会

２月６日(金)～８日(日)の３日間、中央公民館で同時開催

新宿区長

中山弘子さんを迎えて
とき　２月８日(日)午後２時
ところ　中央公民館４階ホール
生涯学習フェスティバルの最終日に講演会を開催します。

講師には、本市出身で新宿区長の中山弘子さんを迎えて、『し

なやかに生きる』をテーマにお話をしていただきます。入場は

無料です。どうぞ楽しい講演をお聞きください。

講師紹介 昭和20(1945)年、台湾生まれ。沼田小学校、沼

田中学校、沼田女子高校を卒業。日本女子大学卒業後、東

京都庁に入都。労働行政をはじめ、子どもや女性、消費者、東

京港埋め立て地の水辺と緑の回復事業などに携わる。平成

14(2002)年に新宿区長選に出馬し、23区初の女性区長と

なる。現在２期目。

詳しいことは、社会教育課社会教育係1内線３３３２へ。

白
沢
町
生
涯
学
習

発
表
会
・
教
養
講
座

中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん中山弘子さん

白
沢
町
教
育
支
所
1
○
２
２
９
１

53

林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん林家染丸さん
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平
成
七
年
一
月
十
七
日
午
前
五
時

四
十
六
分
、
阪
神
淡
路
大
震
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者

は
六
千
人
を
超
え
、
負
傷
者
は
約
四

万
二
千
人
、
倒
壊
家
屋
は
約
四
十
万

棟
、
被
害
総
額
は
十
兆
円
規
模

と
戦
後
の
日
本
で
最
大
最
悪
の

震
災
で
し
た
。

今
月
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

を
契
機
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
学
び
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

１
月
17
日

●
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

１
月
15
日
〜
21
日

災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
重
要
性
と
平
常
時

で
の
自
発
的
な
防
災
活
動
の
重

要
性
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

■
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

地
震
な
ど
大
災
害
発
生
時
は
、
安

否
確
認
や
見
舞
い
、
問
い
合
わ
せ
な

ど
の
電
話
が
爆
発
的
に
増
加
し
、
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
が
続
き

ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
に

は
、
そ
の
状
態
が
五
日
間
も
続
き
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
が
開
発
さ
れ
、
平
成
十
年
三
月
か

ら
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
携
帯
電
話
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ト
ッ
プ
画
面
に
災
害
用
伝

言
板
が
開
設
さ
れ
、
通
話
が
集
中
し

た
と
き
で
も
携
帯
電
話
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
家
族
や
親
戚
、
友

人
な
ど
に
安
否
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
開
設
さ
れ
る
ケ
ー
ス

大
地
震
の
ほ
か
、
台
風
や
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
大
規
模
な

風
水
害
が
発
生
し
、
被
災
地
に

向
け
た
安
否
確
認
な
ど
の
電
話

が
集
中
し
た
場
合
に
速
や
か
に

利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
提
供
の
開
始
・
登
録

エ
リ
ア
は
、
都
道
府
県
を
単
位

に
設
定
さ
れ
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
携
帯
電
話
な
ど
を
通
じ
て

周
知
さ
れ
ま
す
。

●
利
用
体
験
し
ま
せ
ん
か

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
の
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
利
用

体
験
が
で
き
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
家

族
や
親
戚
、
友
だ
ち
同
士
で
体
験
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
２
へ
。

防
災
⑫

い
ざ
と
い
う
と
き
役
に
立
つ

防
災
豆
知
識

〜
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
意
識
が

大
切
で
す
〜

～人生の楽しみつくろう生涯学習～　～人生の楽しみつくろう生涯学習～　～人生の楽しみつくろう生涯学習～　～人生の楽しみつくろう生涯学習～

社会教育課社会教育係1内線３３３２・中央公民館1○23０１４３

市民の皆さんに生涯学習活動を公開し、また、公民館活動を理解していただくため、日ごろの学習成果や利
用団体の活動内容を発表します。開催期間中は、お楽しみコーナーや講演会など、楽しいイベントを多数用意
しておりますので、お誘い合わせの上、お出掛けください。

◆◆開会セレモニー◆◆
とき ２月６日(金)午前９時
ところ 中央公民館４階ホール

講師 文化協会副会長　角田一男さん
演題『文化協会の半世紀をふりか
えって』

出演団体 水芭蕉(ラージボール卓
球)

生涯学習講演会

とき ２月６日(金)から８日(日)ま
での午前９時～午後５時
※最終日は、午後４時まで
ところ 中央公民館
内容 書道、陶芸、絵画、フラワー
アレンジメントなど

とき ２月７日(土)午前９時30分～
午後１時
ところ 中央公民館４階ホール

展示コーナー

洋菓子教室試食会 ２月７日(土)午
前11時
※数に限りがあります
茶道教室お点前発表 ２月８日(日)
午前11時～午後２時
おふくろの味試食会 ２月８日(日)
午前11時～午後１時

とき ２月８日(日)午後１時
ところ 中央公民館４階ホール
内容 社会教育功労者表彰式、小
中学生学芸文化・体育特別賞表
彰式、柳波賞贈呈式

お楽しみコーナー

舞台発表

自主サークル支援発表会

◆◆閉会セレモニー◆◆
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と
き

２
月
１
日(

日)

午
前
８
時
30

分
開
会(

午
前
８
時
受
け
付
け
開

始)

と
こ
ろ

た
ん
ば
ら
ス
キ
ー
パ
ー
ク

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

種
別

▽
小
学
生
低
学
年(

１
〜
３
年
生
の

男
子
・
女
子)

▽
小
学
生
高
学
年(

４
〜
６
年
生
の

男
子
・
女
子)

▽
中
学
生(

男
子
・
女
子)

▽
男
子
10
歳
代
、
20
歳
代
、
30
歳
代
、
40

歳
代
、
50
歳
代
、
60
歳
代
、
70
歳

以
上

▽
女
子
10
歳
代
、
20
歳
代
、
30
歳

以
上

申
し
込
み

１
月
23
日(

金)

ま
で
に

体
育
課
体
育
係
、
ま
た
は
白
沢
町

・
利
根
町
教
育
支
所
へ(

小
・
中

学
生
は
承
諾
書
を
添
え
て
直
接
。

高
校
生
以
上
は
、
電
話
申
し
込
み

可)

※
当
日
の
受
け
付
け
は
、
い
た
し
ま

せ
ん

と
き

２
月
14
日(

土)

午
後
１
時

と
こ
ろ

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
伊
香
保
リ
ン
ク

対
象

市
内
在
住
者

定
員

40
人

受
講
料

無
料(

傷
害
保
険
料
大
人

千
五
百
円
、
中
学
生
以
下
五
百
円

は
受
講
者
負
担)

講
師

沼
田
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
員

ス
ケ
ー
ト
教
室
に
続
い
て
、
ス
ケ

ー
ト
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

種
目

▽
100
㍍

小
学
生
低
・
高
学
年
の
部

(

男
子
・
女
子)

、
中
学
生
の
部(

男

子
・
女
子)

▽
200
㍍

一
般
の
部(

男
子
・
女
子)

申
し
込
み

教
室
・
大
会
と
も
に
２

月
３
日(

火)

ま
で
に
体
育
課
体
育

係
、
ま
た
は
白
沢
町
・
利
根
町
教

育
支
所
へ
。
中
学
生
以
下
は
保
護

者
の
承
諾
書
が
必
要

※
当
日
は
、
会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
午
前
11
時
市
役
所

前
出
発
、
利
用
者
は
先
着
25
人
ま
で

第
55
回
市
民
ス
キ
ー
大
会

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
で
す
。
皆
さ
ん
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

昨年の大会昨年の大会昨年の大会昨年の大会昨年の大会昨年の大会昨年の大会昨年の大会昨年の大会昨年の大会昨年の大会昨年の大会昨年の大会昨年の大会昨年の大会昨年の大会昨年の大会

◆
ス
ケ
ー
ト
教
室

◆
ス
ケ
ー
ト
大
会

市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室
・
大
会

体
育
課
体
育
係(

市
民
体
育
館
内)

1
○
９
４
４
４

24

体
育
課
体
育
係(

市
民
体
育
館
内)

1
○
９
４
４
４

24
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雪ほたる雪ほたる雪ほたる雪ほたる雪ほたる雪ほたる雪ほたる雪ほたる雪ほたる雪ほたる雪ほたる雪ほたる雪ほたる雪ほたる雪ほたる雪ほたる雪ほたる
幻想的な雪の灯籠(とうろう)が、温泉街をやさ
しく照らす冬のイベントです。
とき １月10日(土)から２月28日(土)までの土
曜日と祝前日の日暮れから
ところ 利根観光会館前駐車場と老神温泉内各旅
館前
詳しいことは、老神温泉観光協会1○56３０１３
へ。
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老神温泉赤城神社境内において、厄よけの豆ま
きが行われます。また、午後８時からは、冬の夜
空を彩る「冬の花火」が行われます。
とき ２月３日(火)
○神事　午後３時
○豆まき　午後３時30分
ところ 老神温泉赤城神社
詳しいことは、老神温泉観光協会1○56３０１３
へ。
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「
中
学
校
卒
業
以
来
、
な
か
な
か
会

え
な
か
っ
た
友
だ
ち
と
再
会
で
き
る

の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
ね
」と
話

す
大
谷
由
香
さ
ん
。
今
月
十
一
日
に

行
わ
れ
る
成
人
式
で
、
十
八
人
の
仲

間
と
と
も
に
新
成
人
代
表
を
務
め
る
。

実
行
委
員
会
に
は
、
市
内
九
つ
の

中
学
校
の
卒
業
生
が
、
各
二
人
ず
つ

新
成
人
代
表
と
し
て
参
加
。
本
番
に

向
け
て
、
式
典
の
内
容
な
ど
の
打
ち

合
わ
せ
を
重
ね
て
い
る
。

「
成
人
式
に
は
実
行
委
員
と
し
て

参
加
し
ま
す
が
、
一
生
に
一
度
の
こ

と
な
の
で
、
と
に
か
く
み
ん
な
の
記

憶
に
残
る
よ
う
な
、
楽
し
い
式
に
し

た
い
で
す
ね
」

現
在
、大
谷
さ
ん
は
大
学
二
年
生
。

大
おお

谷
たに

由
ゆ

香
か

さん（材木町）

成人式実行委員会 新成人代表

第
22
回

県
内
の
大
学
に
通
い
、
看
護
師
の
資

格
を
取
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
。

「
学
校
で
看
護
や
出
産
に
つ
い
て
勉

強
を
す
る
と
、
自
分
が
こ
こ
ま
で
育

て
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
す

ご
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。
二
十
歳

に
な
っ
た
実
感
は
ま
だ
ま
だ
わ
い
て

き
ま
せ
ん
が
、
成
人
式
に
は
感
謝
の

気
持
ち
を
持
っ
て
臨
み
た
い
で
す
ね
」

成
人
式
は
一
生
に
一
度
の
こ
と
　
　
　
　
　

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
臨
み
た
い
で
す
ね

テキスト紹介 天才数学者でありながらさえない高校

教師に甘んじる石神は、愛した女を守るため完全犯

罪を企てる。しかし、皮肉にも石神のかつての親友で

ある物理学者の湯川学が、その謎に挑むことになる。

数学だけが生きがいだった男の純愛ミステリー…。

参加しませんか参加しませんか参加しませんか参加しませんか参加しませんか参加しませんか参加しませんか参加しませんか参加しませんか参加しませんか参加しませんか参加しませんか参加しませんか参加しませんか参加しませんか参加しませんか参加しませんか

読書研修会読書研修会読書研修会読書研修会読書研修会読書研修会読書研修会読書研修会読書研修会読書研修会読書研修会読書研修会読書研修会読書研修会読書研修会読書研修会読書研修会

図
書
館
で
は
、
読
書
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

参
加
者
同
士
で
感
想
を
話
し
合
っ

た
り
、
講
師
の
話
を
聞
い
た
り
す
る

こ
と
で
、
作
品
の
世
界
を
よ
り
深
く

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

１
月
31
日(

土)

午
後
２
時
受

け
付
け
開
始
、
２
時
30
分
開
会

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す

と
こ
ろ

図
書
館
４
階
視
聴
覚
室

講
師

前
橋
女
子
高
校
副
校
長

箕
輪
明
さ
ん

テ
キ
ス
ト

東
野
圭
吾
著『
容
疑
者

Ｘ
の
献
身(

文
春
文
庫)

』

テ
キ
ス
ト
は
図
書
館
に
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
館
で
は
、
読
書
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

参
加
者
同
士
で
感
想
を
話
し
合
っ

た
り
、
講
師
の
話
を
聞
い
た
り
す
る

こ
と
で
、
作
品
の
世
界
を
よ
り
深
く

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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対
象

業
況
悪
化
の
指
定
業
種
に
属

し
売
上
高
の
減
少
が
対
前
年
同
期

比
３
％
以
上
の
減
少
な
ど
の
要
件

に
該
当
し
、
市
長
か
ら
中
小
企
業

信
用
保
険
法
第
２
条
第
４
項
第
５

号
の
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
者

保
証
限
度
額

一
般
保
証
と
は
別
枠

と
し
て
、
無
担
保
保
証
で
８
千
万

円
、
普
通
保
証
で
２
億
円
ま
で
信

用
保
証
協
会
か
ら
百
パ
ー
セ
ン
ト

の
保
証
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
※
既
存
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

残
高
と
の
合
算

対
象
資
金

経
営
安
定
に
必
要
な
事

業
資
金

保
証
料
率

一
律
０
・
８
％

保
証
期
間

最
長
10
年(

据
え
置
き
１

年
以
内)

取
扱
期
間

来
年
３
月
31
日(

水)

ま
で

詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
商

業
振
興
係
1
内
線
３
２
５
３
、
ま
た

は
県
商
政
課
金
融
係
1
０
２
７(

２
２

６)

３
３
３
２
へ
。

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
多
那
味
噌
加
工
組
合(

利
根
町)→

五
千
円
▽
沼
田
市
農
業
委
員
会(

西

倉
内
町)→

三
万
円
▽
岡
田
秋
雄(

恩

田
町)→

一
万
円
▽
匿
名→

タ
オ
ル

百
本
▽
利
根
沼
田
神
輿
奉
賛
會(

下

久
屋
町)→

十
万
円
▽
く
ら
し
と
健

康
ま
つ
り
実
行
委
員
会(

東
原
新
町)

→
一
万
円
▽
米
山
温
泉(

白
沢
町)→

一
万
三
千
四
百
八
十
円
▽
し
ら
さ
わ

エ
コ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ(

白
沢
町)→

八

千
四
百
九
十
円
▽
第
七
回
社
会
福
祉

協
議
会
白
沢
支
所
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
大
会(

白
沢
町)→

十
万
二
千
七

百
二
十
一
円

10

広報ぬまた 平成21年１月１日

平
成
十
一
年
に「
天
狗
の
里
面
友

会
」を
発
足
。
笑
う
門
に
は
福
来
た

る
、
お
か
め
や
ひ
ょ
っ
と
こ
な
ど

の
愉
快
な
お
面
を
付
け
て
の「
ば
か

面
笑
福
お
ど
り
」。
見
て
い
る
人

た
ち
に
つ
ら
い
こ
と
な
ど
を
忘
れ

て
腹
の
底
か
ら
笑
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
笛
や
太
鼓
に
合
わ
せ
て
踊

り
ま
す
。
笑
う
こ
と
で
気
持
ち
が

一
つ
に
な
る
こ
と
を
大
切
に
、
祭

り
や
地
域
行
事
へ
の
参
加
、
施
設

慰
問
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
一
・
三
土
曜
日
午
後
七

時
か
ら
池
田
公
民
館
な
ど
で
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
木

村
淳
一
さ
ん
1

９
８
８
７
へ
。

天狗の里面友会
会員数24人
われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�

186

（敬称略）

原
材
料
価
格
高
騰
対
応
等
緊
急
保
証
制
度

原
油
高
に
加
え
て
、
原
材
料
や
仕
入
れ
価
格
の
高
騰
を
転
嫁
で
き

て
い
な
い
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、
従
来
の「
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
」の
う
ち
、
五
号
の
指
定
業
種
を
百
八
十
五
業

種
か
ら
六
百
九
十
八
業
種
に
大
幅
に
拡
大
し
た「
原
材
料
価
格
高
騰
対

応
等
緊
急
保
証
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

沼田市外二箇村清掃施設組合

指名競争入札
参加資格審査の申請
平成21年度と22年度に、本組合が発注す

る建設工事、測量・設計・調査・施設運転保

守管理などの委託事業、物品の購入や製造の

請負にかかる指名競争入札に参加を希望する

事業者は、次のとおり、参加資格審査申請書

を提出してください。

申請書 群馬県様式、または国土交通省様式

を使用(規格Ａ４判)

提出書類 建設業(等)許可証明書、財務諸表、

営業所一覧表、印鑑証明書、登記簿謄本、

納税証明書、経営事項審査結果通知書の写

しなど

※ファイルにとじて提出してください

受付期間 ２月２日(月)から27日(金)までの

午前８時30分～午後５時15分

※土・日曜日、祝日を除く。郵送の場合は２

月27日(金)必着

申請先 〒３７８-００３３

白岩町２２６番地

沼田市外二箇村清掃施設組合

詳しいことは、同組合事務局1○23１００９
へ。

11 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

市職員の
給与など

市民の皆さんに、より一層のご理解をいただけるよう、次のとおり
お知らせします。また、さらに詳しい内容につきましては、市ホーム
ページに、掲載(３月予定)します。

詳しいことは、総務課職員係1内線３２１５へ。

■人件費の状況（普通会計決算）

■職員給与費の状況(普通会計決算)

■職員の平均給料月額、平均年齢などの状況

区　分

平成19年度
H20.3.31
53,769人

万円
2,114,040

万円
430,302

％
20.4

％
20.5

％
27.2

住民基本
台帳人口

歳出額Ａ 人件費Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

18年度の
人件費率

経常的一般財源
人件費率

区　分

区　分
一般行政職

平均給料月額

346,472円 397,150円 42歳10月

358,204円 434,305円 43歳10月

平均給与月額 平均年齢

技能労務職

平均給料月額

320,991円 347,183円 50歳 9月

322,784円 359,499円 47歳10月

平均給与月額 平均年齢

沼田市

群馬県

平成19年度
人

465
万円

185,897
万円

28,723
万円

77,001
万円

291,621
万円
627

職員数Ａ
給料

給　与　費

職員手当 期末勤勉手当 計Ｂ

１人当たり
給与費Ｂ／Ａ

※人件費には、市長・副市長・市議会議員などの特別職の給料、報酬
なども含まれています

※職員手当には、退職手当は含みません

※平均給与月額は、平均給料月額と職員手当(期末手当・勤勉手当・
寒冷地手当を除く)の合計額です

(平成20年４月１日現在)

■職員の初任給の状況
(平成20年４月１日現在)

■特別職の報酬などの状況
(平成20年４月１日現在)

■職員手当の状況(企業職を除く全職種)
(平成20年４月１日現在)

区　分

一般行政職

大学卒

短大卒

高校卒

高校卒

沼　田　市

172,200円

152,800円

140,100円

140,100円

群　馬　県

177,300円

143,400円

139,000円技能労務職

区　分 沼田市(19年度支給割合) 群馬県(19年度支給割合)

期末手当

勤勉手当

退職手当

特　　殊
勤務手当

19年度
(９種類)

支 　 　 給 　 　 総 　 　 額
職員全体に占める支給職員の割合
支給職員１人当たり支給年額

1,920千円
24.4％

15,484円

(支給率） 沼　田　市

自己都合

23.5   月分

33.5   月分

47.5   月分

59.28 月分

30.55 月分

41.34 月分

59.28 月分

59.28 月分

勧奨・定年 自己都合

23.5   月分

33.5   月分

47.5   月分

59.28 月分

30.55 月分

41.34 月分

59.28 月分

59.28 月分

勧奨・定年

群　馬　県

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
(2%～20%加算)

定年前早期退職特例措置
(2%～20%加算)

１人当たり平均支給額(19年度)

1,626千円

期末手当　 勤勉手当

計　 3.00月分　1.50月分

職制上の段階、職務の級などに

よる加算措置

役職加算　５～15％

１人当たり平均支給額(19年度)

1,926千円

期末手当　 勤勉手当

計　　3.00月分　1.50月分

職制上の段階、職務の級などに

よる加算措置

役職加算　５～20％

管理監督者加算　15～25％

時 間 外
勤務手当

扶養手当

１　配偶者・・・・・・・・・・・・・・・・・13,000円

２　配偶者以外の扶養親族・・・・・・・１人　 6,500円

配偶者がない場合・・・・・・・・１人目　11,000円

特定年齢にある子・・・・・・・・・１人　 5,000円加算

１　借家・借間の場合(家賃12,000円を超える場合)

家賃の額に応じて27,000円を限度に支給

２　自己所有住宅の場合

3,000円(新築、購入後5年間)

１　交通機関を利用する場合

定期代相当額を支給(55,000円が限度)

２　交通用具を使用する場合

使用距離などに応じて支給 2,000円～24,500円

部長級　77,400円 課長級　62,300円 課長補佐級　49,600円

世帯区分に応じて次のとおり　　　 旧１級地　　 旧２級地

扶養親族３人以上の世帯主　　　39,600円　　67,500円

扶養親族１人～２人の世帯主　　33,000円　　56,300円

扶養親族のない世帯主　　　　　19,800円　　33,600円

その他の職員　　　　　　　　　14,200円　　23,300円

住居手当

通勤手当

寒 冷 地
手 　 当

管理職手当

19年度
支 給 総 額
職 員 １ 人 当 た り 支 給 年 額

115,799千円
260千円

18年度
支 給 総 額
職 員 １ 人 当 た り 支 給 年 額

94,387千円
179千円

区　分 給料月額等 期　末　手　当

給 料
市　　長
副 市 長
振興局長

715,000円
606,000円
567,000円

383,000円
330,000円
322,000円

(19年度支給割合)
6月期　2.125月分 12月期　2.325月分

計 4.45月分

(19年度支給割合)
6月期　2.125月分 12月期　2.325月分

計 4.45月分

議　　長
副 議 長
議　　員

報 酬

一
般
行
政
部
門

特別行
政部門

公営
企業
など

■定員の状況

※職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保有する
休職者、派遣職員などを含み、臨時、非常勤職員を除いています

(各年４月１日現在、単位：人)

区　　分

部　　門

議　　会

総　　務

税　　務

民　　生

衛　　生

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

教　　育

小　　計

水　　道

下 水 道

そ の 他

小　　計

5

99

35

68

44

1

38

15

54

359

114

114

21

17

24

62

535

5

95

36

71

38

1

38

15

52

351

114

114

21

17

25

63

528

5

99

37

66

36

1

36

16

50

346

112

112

14

15

28

57

515

1

△5

△6

2

△4

1

△11

△1

△1

5

5

△7

△4

1

3

△6

△2

△8

1

1

△7

4

1

△5

△2

△2

1

△2

△5

△2

△2

△7

△2

3

△6

△13

平成18年 平成19年 平成20年 平成18年 平成19年 平成20年

職　員　数 対前年増減数

合　　計



一
月
一
日
現
在
、
事
業
を
営
ん
で

い
て
、
事
業
用
に
使
用
し
て
い
る
償

却
資
産(

事
務
機
器
、
機
械
装
置
、
構

内
の
舗
装
な
ど)

を
持
っ
て
い
る
人

に
は
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
申
告
義
務
が
あ

り
ま
す
の
で
、
償
却
資
産
の
申
告
書

を
一
月
二
十
三
日(

金)

ま
で
に
税
務

課
資
産
税
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
用
紙
が
必
要
な
場
合
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

１
４
６
へ
。

昨
年
の
十
二
月
一
日
付
け
で「
石

綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す

る
法
律(

石
綿
救
済
法)

」が
改
正
さ

れ
、
同
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付

金
が
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

請
求
期
限

平
成
24
年
３
月
27
日

ま
で
延
長(

改
正
前
は
、
今
年
の

３
月
27
日
ま
で
）

支
給
対
象

平
成
18
年
３
月
26
日

ま
で
に
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
遺

族
に
拡
大(

改
正
前
は
、
平
成
13

年
３
月
26
日
ま
で)

※
労
災
保
険
の
遺
族
補
償
給
付
を
受

け
る
権
利
が
時
効(

５
年)

に
よ
り

消
滅
し
た
場
合
に
限
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
労
働
局
労

働
基
準
部
労
災
補
償
課
1
０
２
７

(

２
１
０)

５
０
０
６
、
ま
た
は
沼
田

労
働
基
準
監
督
署
1

０
３
２
３
へ
。

地
域
別
最
低
賃
金

県
最
低
賃
金
675
円

産
業
別
最
低
賃
金

製
鉄
･
鉄
素
形

材
製
造
業
784
円
、
一
般
機
械
器
具

製
造
業
774
円
、
電
気
機
械
器
具
製

造
業
772
円
、
輸
送
用
機
械
器
具
製

造
業
774
円

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
1
０
２
７(

２
１

０)

５
０
０
５
、
ま
た
は
沼
田
労
働

基
準
監
督
署
1

０
３
２
３
へ
。

▼
所
在
地
、
間
取
り
、
募
集
戸
数
、
家

賃
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

入
居
資
格

現
在
、
住
宅
に
困
っ
て

い
て
、
親
族
と
入
居
す
る
予
定
の

人
、
ま
た
は
単
身
の
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
人

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す

入
居
可
能
日

４
月
１
日(

水)

申
込
期
間

１
月
５
日(

月)

〜
20
日(

火)

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所

県
住
宅
供
給
公
社(

前
橋
市
紅
雲

町)

、
県
土
木
事
務
所
、
市
役
所

・
町
村
役
場

そ
の
他

一
部
の
住
宅(

前
橋
萱
野

団
地
・
高
崎
城
山
団
地
・
桐
生
城

ノ
岡
団
地
・
太
田
鳥
山
団
地)

は
、

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
県
住
宅
供
給
公

社
1
０
２
７(

２
１
０)

６
６
３
４
、

フ
ァ
ク
ス
０
２
７(

２
２
３)

９
８
０

８
へ
。

十
一
月
二
十
三
日(

日)

に
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
福
祉
バ
ザ

ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
五
千
点
を
超

え
る
品
物
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、

売
り
上
げ
も
五
十
三
万
九
千
六
百
四

十
一
円
と
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
収
益
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広報ぬまた 平成21年１月１日

お
知
ら
せ

「おもちのきもち」

と　き
１月17日(土)午後２時30分
ところ
図書館３階おはなしのへや

１月

電話番号は、

市　役　所 23 ２１１１

白沢町振興局 53 ２１１１

利根町振興局 56 ２１１１

償
却
資
産
の
申
告

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
案
内

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

石
綿(

ア
ス
ベ
ス
ト)

健
康
被
害
者
の

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

歌うのが得意なゆりちゃん。
幼稚園で覚えた歌をみんなに聞
かせてあげます。焼きいも屋さ
んが来ると必ず買ってもらって
食べるほど焼きいもが大好き。
七五三には、ピンクの着物を着
てお参りしました。(久屋原町)

佐藤友
ゆ

梨
り

奈
な

ちゃん（３歳２カ月）

金
は
、
社
会
福
祉
事
業
向
上
の
た
め

に
還
元
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆

さ
ん
の
善
意
と
ご
協
力
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
1

１
９
９
０
へ
。

沼
田
公
園
は
、
桜
な
ど
の
名
所
と

し
て
多
く
の
市
民
や
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
が
、公
園
内
の
樹
木
は
老
木
で
、

倒
木
や
枝
が
落
下
す
る
危
険
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
公
園
利
用
者
の
安
全

確
保
と
樹
木
の
健
全
な
生
育
の
た

め
、
樹
木
医
に
よ
る
専
門
的
な
診
断

を
実
施
し
た
結
果
を
も
と
に
、
伐
採

や
せ
ん
定
を
行
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
都
市
計
画
課
都

市
施
設
係
1
内
線
４
２
２
３
へ
。

二
〇
〇
八
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を

集
め
ま
す
。
昨
年
は
ど
ん
な
本
が
多

く
の
人
に
読
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
機
会
に
読
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

と
こ
ろ

図
書
館
２
階
一
般
閲
覧
室

テ
ー
マ
「
２
０
０
８
年
話
題
に
な

っ
た
本
」

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

利
根
温
水
プ
ー
ル
で
は
、
施
設
修

繕
や
点
検
、清
掃
な
ど
を
行
う
た
め
、

二
月
一
日(

日)

か
ら
二
十
八
日(

土)

ま
で
臨
時
休
場
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
休
場
中
は
、
水
泳
教
室（
通

年
育
成
コ
ー
ス)

も
休
校
に
な
り
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
町
教
育
支

所
地
域
教
育
係
1
内
線
１
２
５
、
ま

た
は
利
根
温
水
プ
ー
ル
1

４
１
２

３
へ
。

今
月
と
二
月
は
、
成
人
式
を
迎
え

る
二
十
歳
の
皆
さ
ん
に
献
血
へ
の
協

力
を
呼
び
掛
け
る「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
献
血
事
業
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
予
防
係

1
内
線
７
６
２
０
６
へ
。

と
き

２
月
７
日(

土)

午
後
２
時
開

演(

１
時
30
分
開
場)

と
こ
ろ

ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ

演
題
「
切
ら
ず
に
治
す
重
粒
子
線

が
ん
治
療
」

講
師

群
馬
大
学
学
長

鈴
木
守
さ
ん

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
中
央
病
院

地
域
連
携
室
1

４
３
２
１
へ
。

と
き

１
月
17
日(

土)

午
後
１
時
30

分
と
こ
ろ

利
根
中
央
病
院
研
修
棟
１

階
講
堂

演
題
「
利
根
中
央
病
院
の
が
ん
診

療
に
つ
い
て
〜
現
状
と
展
望
」

講
師

利
根
中
央
病
院
院
長

長
坂
一
三
さ
ん

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
中
央
病
院

医
事
課
1

４
３
２
１
へ
。

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
を
推
進
す
る

新
生
活
運
動
の
申
し
合
わ
せ
事
項
は

次
の
と
お
り
で
す
。

結
婚
式

１
万
円
以
内

葬
儀

２
千
円
以
内

病
気
見
舞
い
な
ど

２
千
円
以
内

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
２
へ
。
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1月1～3.5.12.19.26.30日／
２月２.９.11.16.23.27日

２月の巡回移動図書の日程

２月 と　　き と　　　こ　　　ろ
10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:55
11 : 05～11:35
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :40
1 : 50～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 15～ 2 :45
2 : 50～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :30
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :30
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :30

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校20日（金）

19日
（木）

18日
（水）

17日
（火）

13日
（金）

12日
（木）

10日
（火）

5日
（木）

6日
（金）

4日
（水）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日

沼
田
公
園
内

樹
木
の
伐
採
・
せ
ん
定
を
し
ま
す

１
・
２
月
の

図
書
館
の
特
集
コ
ー
ナ
ー

利
根
温
水
プ
ー
ル
臨
時
休
場

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
９
回
市
民
公
開
講
座

地
域
公
開
講
演
会

新
生
活
運
動
の
申
し
合
わ
せ

���
���

月　 寒冷じんましん
火　 風邪を引きやすい子
水　 冬の唇のあれ
木　 ことしの花粉症
金　 歯茎の出血
土･日 インフルエンザと解熱剤

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと約３分間の
健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
８日(木)内科･眼科と14日(水)歯科です。
午後７時30分から9時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�



と
き

２
月
15
日(
日)

と
こ
ろ

宝
台
樹
ス
キ
ー
場(

み
な

か
み
町)

参
加
費

母(

父)

子
家
庭
の
母(
父)

三
千
円
、
子(

高
校
生
以
下)

二
千

円
、
子(

三
歳
未
満)

五
百
円(

バ
ス

代
･
昼
食
代
･
保
険
料
･
ス
キ
ー

教
室
参
加
料
を
含
む)

※
用
具
レ
ン
タ
ル
は
各
自
負
担

定
員

100
人

締
め
切
り

１
月
23
日(

金)

申
し
込
み

往
復
は
が
き
で
、
住
所

・
電
話
番
号
・
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
年
齢
を
記
入

※
締
め
切
り
日
必
着
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選

送
り
先

〒
371
･
０
８
４
３
前
橋
市

新
前
橋
町
13-

12
県
社
会
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
内
�
県
母
子
寡
婦

福
祉
協
議
会
事
務
局

※
詳
細
は
参
加
者
あ
て
に
直
接
連
絡

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局
1
０

２
７(

２
５
５)

６
６
３
６
へ
。

休
日
や
夜
間
に
、
子
ど
も
が
急
に

具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
家
庭
で

ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か

な
ど
の
相
談
に
、
保
健
師
や
看
護
師

が
電
話
で
応
じ
ま
す
。

受
付
時
間

平
日(

月
〜
土)

午
後
７

時
〜
10
時(

日
曜
日
･
祝
日
･
年

末
年
始
午
前
９
時
〜
午
後
10
時)

費
用

無
料(

通
話
料
は
有
料)

相
談
方
法

電
話
で
＃
８
０
０
０
番

利
用
上
の
注
意

▽
病
気
の
診
断
な

ど
を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
明
ら
か
に
緊
急
を
要
す
る
場
合

に
は
、
119
番
で
救
急
車
を
呼
ん
で

く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
県
医
務
課
1
０

２
７(

２
２
６)

２
５
３
４
へ
。

と
き

１
月
26
日(

月)

午
後
１
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室

相
談
内
容

相
続
や
遺
言
、
金
銭
の

貸
借
、
土
地
･
建
物
の
賃
貸
借
な

ど
※
相
談
無
料(

公
証
人
が
相
談
、
秘

密
厳
守)

申
し
込
み

１
月
20
日(

火)

ま
で
に

電
話
で
予
約

詳
し
い
こ
と
は
、
前
橋
公
証
役
場

1
０
２
７(

２
２
３)

８
２
７
７
へ
。

警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ

た
人
や
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱
え
る

人
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

相
談
窓
口

▼
警
察
安
全
相
談
1
０
２
７(

２
２

４)

８
０
８
０
、
ま
た
は
＃
９
１
１
０

番
▼
性
犯
罪
被
害
者
相
談
1
０
２
７

(

２
２
４)

４
３
５
６
▼
犯
罪
被
害
者

相
談
1
０
２
７(

２
２
１)

７
７
７
７

▼
少
年
の
悩
み
相
談
1
０
２
７(

２
５

４)

３
７
４
１
▼
暴
力
団
犯
罪
な
ど

の
相
談
1
０
２
７(

２
２
３)

９
３
８
６

解
雇
、
労
働
条
件
引
き
下
げ
な
ど

労
働
に
係
る
民
事
紛
争
問
題
で
お
困

り
の
労
働
者
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
、

群
馬
労
働
局
で
は
、
県
内
六
カ
所
に

「
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」を
設
け
、

労
働
分
野
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
紛
争
の
未
然
防
止

お
よ
び
解
決
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
労
働
局
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー(

群
馬
労
働

局
企
画
室
内)

1
０
２
７(

２
１
０)

５

０
０
２
へ
。

14

広報ぬまた 平成21年１月１日

募
　
　
集

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

親
子
ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

相
　
　
談

群
馬
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談

公
証
相
談

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度

警
察
の
各
種
相
談
窓
口

ふれあい福祉センター

２月の休館日
2．9．16．23日

1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談
と　き １月15日(木)・２月10日(火)

午前10時～11時30分
内　容 血圧測定・栄養相談・握力測定

カラー印刷・自費出版・チラシ・パンフレット他

印刷のことならご相談下さい

有限会社 利根印刷所
323-0131番㈹/524-1854
055050-3539-1855 e-mail:p-tone@po.wind.ne.jp

金井憲子バレエアーツ
バレエを通して、子供達に豊かな感性と
正しい所作を育てることを目指しています。
・レッスン日　火・木
・３歳から初心者歓迎
・スタジオ　西倉内町608の1

三川建設ビル４F
・連絡先　０９０－４９３２－１０４７（金井）

15

種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所対　象　者　な　ど

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０２、健康課予防係1内線７６２０７
白沢町市民課保健福祉係1内線３３、利根町市民課保健係1内線４３

市役所1○23２１１１ 白沢町振興局1○53２１１１ 利根町振興局1○56２１１１

市 民 献 血

にこにこ健康相談

母子健康手帳交付

マタニティーセミナー

２月18日(水)

２月９日(月)

２月２日(月)
２月８日(日)
２月16日(月)
２月23日(月)

午後0時45分～１時45分

午前10時～11時30分

午前8時30分～11時30分

午後０時45分～１時

(予約制)

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

午前９時30分～11時

利根保健福祉センター

市役所市民ホール

保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

月曜日～金曜日
（年末年始･祝日を除く）

４ カ 月 児

1 0 カ 月 児

こあらクラブ

２歳児歯科相談

４ カ 月 児

10 カ 月 児

１歳６カ月児

３ 歳 児

エンゼルクラブ

わんぱくクラブ

２歳児歯科相談

全地区。体脂肪率、血圧測定など

保健ガイド ２月

とき １月５日･13日･19日･26日､２月２日･９日･16日･23日／
午後1時～3時

ところ 保健福祉センター３階相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時～午後５時
ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室

とき １月８日･15日、２月５日･19日の木曜日／午前9時30分
～正午、午後1時～4時(午前8時30分から市役所市民ホール
で番号札による受け付けを行います)

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日／午前10時～正午、午後１時～３時
ところ 市役所市民相談室

とき １月６日･13日･20日･27日の火曜日／午前９時～午後４時
ところ 中央公民館学習相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30分～午後５時
ところ 青少年育成相談センター(中央公民館２階事務室隣)、電
話相談の場合は、1○23５４１１へ。メール相談の場合は、
soudan-center@n-numata-boe.gsn.ed.jpへ

とき １月21日(水)、２月18日(水)、３月18日(水)
午後1時30分～4時／あらかじめ電話で予約を受け付けていま
す。社会福祉協議会1○22１９９０へ
※沼田市民に限ります
ところ 保健福祉センター３階相談室

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権･行政相談など)

家庭児童相談
(児童の養育や家庭の諸問題に関する相談)

法律相談(弁護士による相談）

青少年相談
(友達・学校・家庭のことなど青少年健全育成に関する相談)

生涯学習相談
(趣味・実用講座に関する相談)

年金相談(国民・厚生年金保険などの相談)

就業援助相談(内職相談など)

そうだん

健
康
診
査

育
児
相
談

健康
診査

育児
相談

平成20年10月･11月生まれ

平成20年３月･４月生まれ

全市対象

本庁・白沢町管内の人

利根町管内の人

妊娠届出書を持参してください

初めての出産を迎える妊婦が対象

２月25日(水)

２月10日(火)

２月19日(木)

２月４日(水)

２月６日(金)

平成20年９月26日～10月25日生まれ

平成20年４月９日～５月 ２日生まれ

平成19年７月14日～８月 ５日生まれ

平成17年10月19日～11月10日生まれ

乳児(1歳未満)

２月のこあらクラブはお休みです

２月の２歳児歯科相談はお休みです

２月のわんぱくクラブはお休みです

２月の２歳児歯科相談はお休みです

２月の市民献血はお休みです

とねしん 中小・小規模企業を
全力をあげて応援します！

【主なポイント】
○指定業種が従来の１８５業種から６９８業種へと大幅に
拡充されました。
○認定要件も緩和されました。（売上減少率５％→３％等）
※詳しくは、窓口まで

ご相談ください。

緊急保証制度取扱中




